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はじめに 

国営飛鳥歴史公園 高松塚周辺地区再整備の目的 

 

高松塚古墳壁画の発見を受けて新たに国営飛鳥歴史公園（以下、当公園という）

に追加された高松塚周辺地区（以下、当地区という）は、昭和６０年の開園以来、

飛鳥の風土や景観と調和した整備を図るとともに、地域の方々とともに魅力ある公

園づくりに取り組んでいる。 

しかし開園から３５年あまりが経過し、老朽化をはじめとした多くの課題が顕在

化している一方、地元地方公共団体の連携による飛鳥・藤原の世界遺産登録を目指

す取り組みや文化庁による高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）の当地区

への設置検討など、当地区を取り巻く状況にも大きな変化が見られる。 

これらを踏まえ、当地区が飛鳥地方における歴史的風土景観保存の拠点としての

機能を充実させるための方向性について整理し、必要な対応についてハード・ソフ

トの両面より再整備を行うものである。 

 

 

 

【国営飛鳥歴史公園 高松塚周辺地区 位置図】 
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飛鳥地方における国営飛鳥歴史公園の位置づけ 

 

当公園は、昭和 45 年の「飛鳥地方における歴史的風土及び文化財の保存等に関

する方策について」の閣議決定により、飛鳥地方（飛鳥京及び藤原京の所在する奈

良県高市郡明日香村及びその周辺の地域）における住民生活の向上を図り、かつ同

地方における歴史的風土及び文化財の保存・活用に資することを目的に“都市公園”

として整備され、飛鳥地方の歴史的風土及び文化財における重要な部分を、将来に

わたって安定的に保存・活用する役割を担っている。 

一方、明日香村では昭和 55 年に「明日香村における歴史的風土の保存及び生活

環境の整備等に関する特別措置法（明日香法）」が施行され、全域が“歴史的風土

特別保存地区” に相当する地区に指定されており、村が策定する「明日香村整備

計画」に基づき歴史的風土の保全やその活用に取り組んでいる。 

さらに、奈良県、橿原市、桜井市、明日香村により「飛鳥・藤原の宮都とその関

連資産群」の世界遺産登録に取り組んでおり、村内の遺跡・文化財等は、その主要

な構成資産となっている。 

こうしたことから、飛鳥地方における歴史的風土の保存・活用にあたっては、公

園と地域が一体となって取り組むことが重要である。 

 

 

【高松塚周辺地区再整備の位置づけ】 
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(1) 国営飛鳥歴史公園および高松塚周辺地区の現状と課題 

1) 明日香村における歴史的風土保存と活用の取り組み 

①歴史的風土保存・活用の歩み 

明日香村は日本の律令国家体制が形成された地であり、価値の高い歴史的文化的資

産が良好な田園景観や自然環境とともに貴重な歴史的風土※を形成しており、昭和 41

年の古都保存法施行に伴い“古都” に指定された。 

昭和 45 年には「飛鳥地方における歴史的風土及び文化財の保存等に関する方策につ

いて」において、国営公園（祝戸・石舞台・甘樫丘地区）の設置とともに、歴史的風

土保存区域の拡大等が閣議決定された。 

また、地域や有志等の働きかけにより、昭和 55 年に「明日香村における歴史的風土

の保存及び生活環境の整備等に関する特別措置法（明日香法）」が施行され、村全域

を歴史的風土特別保存地区に相当する地区として、歴史的風土の保存を図るとともに、

住民生活の安定を図るための措置が講じられている。 

直近の「第 5 次明日香村整備計画（令和 2 年 4 月策定）」では、基本的方向として

“国家基盤が形成された明日香の地にふさわしい歴史展示の推進”や“国内外の来訪

者が明日香らしさを体感できる観光交流の振興”などの考え方が示されている。 

※「歴史的風土」とは、わが国の歴史上意義を有する建造物、遺跡等が周囲の自然的環境と一体をなして、古

都における伝統と文化を具現及び形成している土地の状況。 

 

②地域の観光動向 

明日香村の観光客数は、平成 23 年度以降 80 万人前後で推移していたが、新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響を受け令和 2～3 年度は大きく落ち込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 明日香村観光客数推移 

※令和 4 年度明日香村チャレンジショップ資料(明日香村）から引用し、一部編集 
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観光客及び宿泊客の年齢層は 60 歳以上が４割以上を占めており、来訪目的は「歴史

遺産」「日本遺産」「自然景観」に対する期待度が満足度とともに高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 明日香村観光客及び宿泊客の年齢分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 明日香村観光客における期待度・満足度 

 

出典：明日香まるごと博物館地域計画（明日香まるごと博物館推進協議会） 

出典：明日香まるごと博物館地域計画（明日香まるごと博物館推進協議会） 



 

5 

 

 

③地域の取り組み 

世界遺産登録の取り組み 

奈良県や明日香村等の周辺自治体が連携し、「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」

の令和 8 年度の世界遺産登録を目指し取り組みを進めている。 

構成資産候補の一部として、当公園及び隣接地に５つの資産が存在し、そのうち当

地区には高松塚古墳、中尾山古墳の 2 つが存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 世界遺産構成資産候補の全体像 

 

出典：世界遺産暫定一覧表記載資産準備状況報告書(文化庁） 
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明日香まるごと博物館の取り組み 

明日香村では、令和 2 年策定の「明日香まるごと博物館地域計画」に沿い観光地づ

くりの取り組みを進めている。 

当公園関連では石舞台古墳、高松塚古墳、中尾山古墳、キトラ古墳の 4 箇所が中核

文化観光拠点施設に位置付けられている。 

 

 

図 1-5 明日香まるごと博物館地域計画区域 

出典：明日香まるごと博物館地域計画（明日香まるごと博物館推進協議会） 
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2) 国営飛鳥歴史公園の現状 

①国営飛鳥歴史公園の概要 

国営飛鳥・平城宮跡歴史公園は、飛鳥区域［当公園］（奈良県高市郡明日香村）と

平城宮跡区域［国営平城宮跡歴史公園］（奈良県奈良市）の２区域から構成されてお

り、当公園は飛鳥地方における歴史的風土及び文化財の保存等を図るため、都市公園

法に基づき閣議決定を経て事業化された。（ロ号国営公園）。昭和 49～55 年に祝戸・

石舞台・甘樫丘の３地区が順次開園、その後昭和 60 年に高松塚周辺地区、平成 28 年

にキトラ古墳周辺地区が追加開園し、現在は５地区から構成される。 

各地区は、位置づけや立地特性等に沿った機能を有している。 

表 1-1 国営飛鳥歴史公園設置の経緯 

昭和 45 年 
「飛鳥地方における歴史的風土及び文化財の保存等に関する方策について」

において、祝戸・石舞台・甘樫丘地区の３地区を国営公園として閣議決定 

昭和 49 年 祝戸地区開園 

昭和 51 年 石舞台地区開園 

昭和 55 年 高松塚周辺地区を国営公園として閣議決定 

昭和 60 年 甘樫丘地区開園 

平成 6 年 高松塚周辺地区開園 

平成 13 年 全面概成開園式典 

平成 28 年 キトラ古墳周辺地区を国営公園として閣議決定 

 

表 1-2 各地区の主な機能と位置づけ 

地区 主な機能と位置づけ 

○祝戸地区 

 

 
 

【主な機能】自然に親しむ、展望・散策、宿泊・研修 

 

美しい棚田や飛鳥京があった平野を展望できる場、および

これらを活用した散策の場であるとともに、宿泊施設（祝

戸荘※）を有することから地域における宿泊の中心的基地

に位置付けられる 

※民間活力導入によるリニューアルを計画中 

○石舞台地区 

 

 
 

【主な機能】遺跡の保存、遺跡の鑑賞、集散・休息 

 

当公園内で最も来訪者の多い地区であり、石舞台古墳の保

存・鑑賞機能とともに来訪者への利便機能の提供が求めら

れる地区に位置付けられる 
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○甘樫丘地区 

 

 
 

【主な機能】地域景観の保全、展望・散策 

 

地域のシンボル的な「緑」、飛鳥の風景を一望できる場所

として親しまれている地区であり、明日香村の出入り口に

あたることから“飛鳥” を印象づける地区に位置づけられ

る 

○高松塚周辺地区 

 

 
 

【主な機能】遺跡・文化財の保存、遺跡・文化財の鑑賞、

地域景観の保全、集散・休息 

 

高松塚古墳（壁画）の鑑賞の場として来訪者の多い地区で

あり、飛鳥駅に近接していることから「飛鳥の玄関」およ

び集散の拠点としての機能が求められる地区に位置づけら

れる。また、管理事務所の設置により中枢機能を有する地

区に位置付けられる 

○キトラ古墳周辺地区 

 

 
 

【主な機能】遺跡・文化財の保存、遺跡・文化財の鑑賞、

地域景観の保全、集散・休息、展望・散策 

 

キトラ古墳（壁画）の保存・鑑賞の場や、歴史風土を活か

した体験・学習の拠点および地域の交流拠点として位置づ

けられる 

 

 

※甘樫丘、石舞台、祝戸地区の主な機能と位置づけは「S49 飛鳥国営公園基本計画」および「S52 高松塚周

辺地区基本計画・基本設計」より抜粋。 高松塚周辺地区の主な機能と位置づけは「S52 高松塚周辺地区基本計

画・基本設計」より抜粋。キトラ古墳周辺地区の主な機能と位置づけは「H18 キトラ古墳周辺地区基本計画」

より主な機能と位置づけにあたる内容を類推。 
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②飛鳥周遊における国営飛鳥歴史公園の役割 

明日香村内の主要観光施設のうち「石舞台古墳」「国営飛鳥歴史公園館」「高松塚

壁画館」および平成 28 年９月に開園したキトラ地区の「四神の館」を合わせた入場者

数は全体の半数を超えており、当公園は飛鳥周遊における主要な観光施設として活用

されている。 

また、当公園の主な利用目的である「史跡見学、歴史学習」「風景を楽しむ」「散

歩」は、飛鳥周遊に対する観光客の期待や満足度の高い「歴史遺産」「日本遺産」「自

然景観」（４頁参照）と内容が合致しており、当公園は施設のみならず自然環境も含

めて飛鳥周遊の主要な観光要素となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 明日香村の観光施設等入場者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 国営飛鳥歴史公園の利用目的 

出典：H30 第１回明日香村
小委員会資料 

出典：令和 4 年度国営
飛鳥・平城宮跡歴史公
園利用実態調査 
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③国営飛鳥歴史公園の利用状況及び利用者意見 

当公園の昭和 49年度の開園時から令和 4年度までの来園者数累計は 4,617万人であ

り、近年の来園者数は約 80 万人前後で推移している。 

奈良県外からの来園者が半数以上、そのうち近畿圏外からの来園者は約 24%（新型

コロナウイルス感染拡大前の令和元年度数値）と広域的な利用も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 国営飛鳥歴史公園の入園者の推移 

 

令和４年度の利用実態調査の結果、当公園利用者の約 5 割が 60 歳以上、そのうち

70 歳以上が 2 割以上であり、バリアフリー対応の充実を求める利用者意見が寄せられ

ている。 

また、飛鳥周遊の交通手段は自家用車が約 4 割、徒歩が約 3 割、レンタサイクルが

約 1 割となっており、「駐車場等の充実」や「案内のわかりやすさ」を求める利用者

意見が多くなっている。 

その他の公園機能については、「花による修景」や「休憩施設の充実」のほか、「施

設の展示内容のよさ」や「歴史・文化の情報のわかりやすさ」を求める利用者意見が

多くなっている。 

なお、公園の運営維持管理業務を担う公園管理センターからは、樹木の成長等によ

り眺望景観の魅力が減少しつつあるとの意見が寄せられている。 
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3) 高松塚周辺地区の現状 

①高松塚周辺地区の整備経緯 

当地区は昭和 47 年の壁画発見により、昭和 51 年に国営公園としての追加が閣議決

定され、昭和 60 年 10 月に開園した。開園以降は、多様な生物の生息場となる修景池

や眺望を活かした展望台などの整備が行われたほか、平成 21 年には壁画を適正に保存

管理するための仮設施設が文化庁により県道西側エリアに設置された。 

 

表 1-3 高松塚周辺地区の整備経緯 

昭和 47 年 高松塚古墳において遊歩道整備に伴う発掘調査で極彩色壁画を発見 

昭和 48 年 高松塚古墳が特別史跡に指定 

昭和 49 年 極彩色壁画が国宝に指定 

昭和 51 年 国営公園として高松塚周辺地区の追加が閣議決定される 

昭和 52 年 
高松塚周辺地区基本計画・基本設計の策定 

高松塚壁画館が開館 

昭和 60 年 高松塚周辺地区が開園 

平成 21 年 壁画保存管理施設（仮設）設置【文化庁】 

平成 26 年 累計入園者数が 4,000 万人を突破 

 

 

②高松塚周辺地区の整備目標や整備にあたっての考え方等 

当地区の整備目標や整備にあたっての考え方及び計画課題は、「S52 高松塚周辺地

区基本計画及び基本設計」において以下のように示されている。 

 

【整備目標】           ※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

【整備にあたっての考え方】    ※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

遺跡・文化財並びに風土景観の保護・保全にあたっては、遺跡・文化財の実体その

ものを保存する一方、村民や観光客が、それらの成立過程や往時の社会・文化的背

景を知り、あるいは感じとり、学び、それにより遺跡・文化財の保存の意義と重要

性をあらためて認識できるような「環境」の一つとして、本計画区域の公園化が望

まれる 

整備の基本的な在り方として、文化財・遺跡並びに歴史的風土の保存の拠点となる

ことを前提とし、利用者に対する便益施設は最小限に留め、周辺の歴史的風土と調

和・一体化した景観の保全・育成に支障がないことを条件とする。この条件下で許

容できる行動型が飛鳥観光・レクリエーションの在り方・特性の大部分を規定する

ものであり、そこへの誘導・展開を意図した空間の創出を目標とする 
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【整備に際しての計画課題】   ※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、設計方針としては、「急激な変化を与えず、周辺の歴史的風土と調和」「古

墳の整備及び保存との整合」「建築物の意匠への配慮」といった保存と整備の整合へ

の配慮や、「壁画展示館と他の公園施設が系統的に利用できるよう配慮」や「玄関地

区として持つべき機能（来園者に対する利用指導、施設案内等）」等の利用者の利便

性確保等の事項が示されている。 

（１） 遺跡・文化財並びに風土景観の保護・保全  

① 遺跡・文化財のそのものの保全を最優先とする。 

② 「遺跡・文化財を守る」という村民・観光客のコンセンサスの発揚に結び付

く施策が反映できる空間の形・質とする。 

③ 周辺の景観と調和・一体化するとともに、郷土の「緑」として存立でき得る

ものとする。 

④ 周辺の風土景観の保全対策の実施に際して、その礎の一端を担えるような公

園とする。 

（２） 観光レクリエーション  

① 集散・休息等に供する最低限の施設（便所、休憩所、園路、駐車場等）の整

備。 

② (1)に規定される範囲内において、一つの観光レクリエーションエレメント

としての魅力を有する必要がある。 

③ 先行の観光・レクリエーション計画（周遊歩道等）との整合を図る。 

（３） 地域環境整備  

① 地域の公園・緑地系統の一環として把握し、そのための整備を行う。 

② したがって、計画区域内においても、村民が自由に利用できる施設・空間に

する。 

③ 地域の生産活動（農林業）に支障とならない整備を行うとともに、地域にお

ける慣習（特に土地利用上の）を尊重する。 
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③高松塚周辺地区の位置づけと主要機能 

当地区の整備は、前項の目標や考え方のもと、他 3 地区（祝戸、甘樫丘、石舞台）

との関係性からの位置づけや、計画区域内の特性等から導き出された主要な機能に沿

って行われた。 

【高松塚周辺地区の位置づけ】   ※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

【高松塚周辺地区の主要機能】  

 

表 1-4 高松塚周辺地区の主要機能 

主要機能 内容 

遺跡・文化財の保存 
・特別史跡「高松塚古墳」、史跡「中尾山古墳」の保存 

・国宝「高松塚古墳壁画」の保存 

遺跡・文化財の鑑賞 
・特別史跡「高松塚古墳」、史跡「中尾山古墳」の鑑賞 

・国宝「高松塚古墳壁画」の鑑賞 

地域景観の保全 
・阪合地区の景観構成上重要な郷土の「緑」の保全 

・「飛鳥の玄関」としての周辺景観との調和・一体化 

集散・休息 
・「飛鳥の玄関」としての案内機能 

・「飛鳥の玄関」としての来訪者の集散・休息拠点機能 

眺望・散策 
・周辺集落・田畑（阪合地区等）方面の眺望機能 

・上記の眺望を活かした散策機能 

※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」で示された主要機能と内容を表に整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 利便性が高いこと、飛鳥駅前広場の整備、ならびに総合案内所の設置等を加味

すれば、「飛鳥」の玄関として位置付けられる。 

② 来訪者の集散・休息の拠点としての機能が最も強く要求される地区である。 

③ 4 地区の総合管理所が設けられることにより、より中枢的機能を有する公園とし

て位置付けられる。 
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④高松塚周辺地区の立地条件 

「飛鳥駅」は、公共交通機関を利用した飛鳥周遊の主要な起点となっており、駅に

隣接した「道の駅 飛鳥」の整備（H30)により、マイカー利用者向けサービスが新た

に展開されている。 

当地区においては飛鳥駅・道の駅に近く、また明日香村中心部へ向かう幹線(県道)

が貫通しており、地域の中でも交通利便性が高い位置に存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-9 高松塚周辺地区の立地状況 
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⑤高松塚周辺地区の現況 

当地区の供用面積は 9.1ha であり、地区内には国営飛鳥歴史公園館（公園事務所・

管理センター）、セミナー棟、高松塚壁画館等の主要施設が配置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-10 高松塚周辺地区の現況施設 

 

【国営飛鳥歴史公園館】 

国営飛鳥歴史公園館は、当公園５地区の案内や飛鳥地方の史跡や歴史の紹介を行う

飛鳥周遊の起点施設となっている。ジオラマを活用した展示等が利用者に好評である

が、施設の老朽化や来館者の減少傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジオラマを活用した案内展示 

 

図 1-11 来館者数の推移      
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【公園事務所・管理センター】 

国営飛鳥歴史公園事務所（公園事務所）では、国営飛鳥・平城宮跡歴史公園の整備

及び維持その他の管理を行っている。管理センターは、公園の管理運営を行う維持管

理運営事業者の執務スペースであり、公園事務所とともに国営飛鳥歴史公園館と同建

物内に設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-12 国営飛鳥歴史公園館 1 階平面図 

 

 

【高松塚壁画館】 

高松塚壁画館は、(公財)古都飛鳥保存財団が管理運営を行う有料施設であり、壁画

の模写や石槨の原寸模型、副葬品のレプリカ等の展示・解説を実施している。昭和 52

年の開館より約 45 年が経過している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松塚壁画館の外観              高松塚壁画館の展示状況 
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【地区内の現況】 

当地区では飛鳥の歴史的風土の保存を目的とし、周辺景観と調和した公園づくりを

実施している。これらの環境は多様な生物の生息場となっている。また、地域住民の

日常的な利活用の場として、芝生広場や散策路、眺望を活かした施設等の整備を実施

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な生物の生息場となっている修景池等の水辺     地域住民の利活用の場となっている芝生広場 

 

【ボランティア活動の状況】 

当地区は飛鳥歴史公園におけるボランティア活動の拠点となっており、主にセミナ

ー棟を中心施設として 200 名以上のボランティアが活動している。体験講座の運営や

飛鳥区域の里山管理、国蝶であるオオムラサキの保護・育成、地区内の花修景など様々

な活動が実施されている。 

ボランティア活動の拠点となっているセミナー棟は 1985 年築であり、整備より約

40 年が経過している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動の拠点となっているセミナー棟     ボランティアによる体験講座の運営 
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⑥高松塚周辺地区の利用状況及び利用者意見 

当地区は、石舞台地区に次いで、キトラ古墳周辺地区と並び利用者の多い地区であ

り、開園以来入園者数は 20～40 万人の間で推移していたが、新型コロナウイルス感染

拡大の影響により、令和 2 年度以降は減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-13 高松塚周辺地区の入園者の推移 

 

令和４年度の利用実態調査の項目別満足度において、すべての項目が「非常に満足」

と「ある程度満足」の合計が８割以上となっているが、花による修景や駐車場の充実、

イベント開催や案内機能の改善を求める意見が多くなっている。 

公園管理センターからは、上記の他に大人数の団体客への対応が困難であるという

意見が寄せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-14 高松塚周辺地区 項目別満足度 

 

出典：令和４年度国営飛鳥・平城宮跡歴史公園利用実態調査 



 

19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-15 改善すべき項目 

 

 

⑦高松塚周辺地区をとりまく情勢の変化 

高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）については、令和 11 年度までの供用

開始を目指し、文化庁における「古墳壁画の保存と活用に関する検討会」において施

設の在り方を検討中である。令和 4 年 3 月に策定された基本構想では以下の目的や考

え方等が示されている。 

また、施設の設置場所として、当地区県道西側エリアが候補地となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-16 高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設基本構想（抜粋） 

 

出典：第１回高松塚周辺地区再整備方針検討委員会（文化庁資料） 

出典：令和４年度国営飛鳥・平城宮跡歴史公園利用実態調査 
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4) 国営飛鳥歴史公園（高松塚周辺地区）の課題 

①高松塚周辺地区が抱える課題 

前項までの現状の把握を踏まえ、当地区の現状の課題を以下に整理する。 

 

【国営飛鳥歴史公園に係る事項】 

○アクセス・利便性の不足 

・駐車場の不足、案内看板等の不足等 

○公園機能充実に対するニーズの高まり 

・花による修景、展示内容や歴史・文化情報の充実、休憩施設の充実、バリア 

フリー対応の充実等 

○公園本来の魅力の低下 

・樹木の成長による眺望景観の魅力低下等 

 

【高松塚周辺地区に係る事項】 

○主要施設の老朽化 

・国営飛鳥歴史公園館の老朽化等 

○ボランティア活動への対応 

・ボランティア拠点スペースの確保等 

○団体客への対応 

・大人数の団体客対応スペースの確保等 

 

②高松塚周辺地区を取り巻く状況の変化等 

前項までの地域や文化庁の取組状況の把握を踏まえ、国営飛鳥歴史公園（高松塚周

辺地区）を取り巻く状況の変化等を以下に整理する。 

 

【国営飛鳥歴史公園に係る事項】 

○「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」世界遺産登録に向けた取り組みの推進 

・奈良県や明日香村等の周辺自治体が連携し、令和 8 年度の登録を目指す 

・当公園及び隣接地の５つが構成資産候補（高松塚古墳、中尾山古墳含む）に 

含まれる 

○明日香村における「明日香まるごと博物館」の取り組みの推進 

・石舞台古墳・高松塚古墳・中尾山古墳・キトラ古墳が中核文化観光拠点施設 

に位置づけられる     

 

【高松塚周辺地区に係る事項】 

○高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）設置に向けた取り組みの推進 

・令和 11 年度までの供用開始を目指し、文化庁の検討会において施設の在り方 

を検討中 

・当地区県道西側エリアが設置候補地となっている 
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○飛鳥駅周辺整備の推進 

・駅に隣接した「道の駅 飛鳥」の整備により、マイカー利用者向けサービス 

が新たに展開 

・飛鳥周遊の主要な起点としての位置づけが強化 

 

 

③課題のまとめ 

当地区の現状の課題及び国営飛鳥歴史公園（高松塚周辺地区）を取り巻く状況の変

化等は大きく以下の要素に集約される。  

 

○ 都市公園としての公園機能の充実（老朽化対応や安全性・利便性の向上等） 

○ 「遺跡・文化財の保存および鑑賞」のニーズの変化への対応（文化庁が整備する高

松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）の設置、世界遺産登録等の地域の取り

組み等） 

○ 「飛鳥の玄関」としてのニーズの変化への対応（位置づけの強化、来訪者の増加や

質の変化等） 
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(2) 高松塚周辺地区の再整備方針 

1) 高松塚周辺地区再整備の基本的な方向 

これまでの整理から、高松塚周辺地区再整備方針を定めるにあたっては、以下の視

点が重要と考えられる。 

 

①飛鳥地方における当公園の位置付け（２頁参照）は変わっておらず、開園当初の高松塚周

辺地区基本計画（昭和 52 年）で示された整備にあたっての考え方や整備に際しての計画

課題等は基本的に尊重することが必要。 

 

【整備にあたっての考え方】               ※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」より抜粋 

 

 

 

 

 

【整備に際しての計画課題】             ※「S52 高松塚周辺地区基本計画・基本設計」より抜粋 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺跡・文化財並びに風土景観の保護・保全にあたっては、遺跡・文化財の実体そのものを

保存する一方、村民や観光客が、それらの成立過程や往時の社会・文化的背景を知り、ある

いは感じとり、学び、それにより遺跡・文化財の保存の意義と重要性をあらためて認識でき

るような「環境」の一つとして、本計画区域の公園化が望まれる。 

(1)遺跡・文化財並びに風土景観の保護・保全  

① 遺跡・文化財のそのものの保全を最優先とする。 

② 「遺跡・文化財を守る」という村民・観光客のコンセンサスの発揚に結び付く施策が

反映できる空間の形・質とする。 

③ 周辺の景観と調和・一体化するとともに、郷土の「緑」として存立でき得るものと

する。 

④ 周辺の風土景観の保全対策の実施に際してその礎の一端を担えるような公園とする。 

(2)観光レクリエーション  

① 集散・休息等に供する最低限の施設（便所、休憩所、園路、駐車場等）の整備。 

② (1)に規定される範囲内において、一つの観光レクリエーションエレメントとして

の魅力を有する必要がある。 

③ 先行の観光・レクリエーション計画（周遊歩道等）との整合を図る。 

(3)地域環境整備  

① 地域の公園・緑地系統の一環として把握し、そのための整備を行う。 

② したがって計画区域内においても、村民が自由に利用できる施設・空間にする。 

③ 地域の生産活動（農林業）に支障とならない整備を行うとともに、地域におけ

る慣習（特に土地利用上の）を尊重する。 
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②開園より 35 年経過しており、施設の老朽化等が進行しているとともに、世界遺産登録に向

けた取り組みをはじめとして公園を取り巻く状況の変化が生じており、対応することが必

要。 

【現状における国営飛鳥歴史公園（高松塚周辺地区）の課題】 

○都市公園としての公園機能の充実（老朽化対応や安全性・利便性の向上等） 

○「遺跡・文化財の保存および鑑賞」のニーズの変化への対応（文化庁が整備する高松塚古墳

壁画保存管理公開活用施設（仮称）の設置、世界遺産登録等の地域の取り組み等） 

○「飛鳥の玄関」としてのニーズの変化への対応（位置づけの強化、来訪者の増加や質の変化

等） 

 

③高松塚周辺地区再整備方針検討委員会での検討過程において、委員より以下のような指

摘がなされており、これらを踏まえた対応が必要。 

 

【高松塚周辺地区再整備方針検討委員会での意見】 

○この地区の核となる意義は遺跡・文化財の保存と鑑賞であり、これらを重視する

ことが必要。 

○歴史的な意義を来園者に自分事として理解してもらうことは難しいが、これに取

り組む必要がある。 

○遺跡・文化財の実物を見せるだけでなく、それにどのような歴史的背景がある

のかを自ら体験したかのように理解してもらうことが重要。 

 

 

以上のことから、基本的な方向としては、遺跡・文化財並びに風土景観についての

保護・保全とそれらの活用を共に高いレベルで実現させ、古墳を中心に飛鳥の歴史を

多くの方に体感していただくために必要な整備を行っていくものとする。 
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第1駐車場

北出入口
（歩行者・自転車・
管理車両）

県道出入口
（歩行者・自転
車）

駐車場
出入口

飛鳥駅方面

鬼のまないた・鬼の
せっちん等方面

明日香村
中心部・
飛鳥京方面

非常用
発電設
備

壁画修理施設
（文化庁）

トイレ・休憩棟

セミナー棟

国営飛鳥歴史公園館

車庫
倉庫

駐輪場

モニュメント
植栽地

修景池

水路

第1駐車場は現在の台数

以上（普通車25台、大

型8台）を確保しつつ、

バス転回場を維持

文化庁が整備する高松塚古墳壁画保存管理公

開活用施設（仮称）を地区内に設置

・文化庁施設の整備に併せ、施設老朽化等に対応した国営飛鳥歴史公園館の再

整備を行い、以下に掲げる飛鳥周遊のゲートウェイ機能の向上を図る

○飛鳥地方及び国営飛鳥歴史公園の案内機能

○展示等による飛鳥地方の歴史文化・自然景観等の理解促進機能

○来訪者の集散・休息の拠点機能

・公園事務所、管理センター、ボランティア活動スペースを確保する

（その他事項）

・休憩所・トイレは引き続き設置する

・地形の変更は行わない

 

2) 高松塚周辺地区の再整備方針 

前項で示した再整備の基本的な方向を踏まえ、具体的には、以下の２つの方針とす

る。 

 

 

 

 

 

 文化庁が整備する高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）を地区内に設置を

検討する。 

 

 文化庁による施設整備に併せ、施設老朽化等に対応した国営飛鳥歴史公園館の再整

備を行い、以下に掲げる飛鳥周遊のゲートウェイ機能の向上を図る。 

○飛鳥地方及び国営飛鳥歴史公園の案内機能 

○展示等による飛鳥地方の歴史文化・自然景観等の理解促進機能 

○来訪者の集散・休息の拠点機能 

 

 国営飛鳥歴史公園館の再整備にあたっては、公園事務所、管理センター、ボランテ

ィア活動スペースを確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 施設再整備方針図（西側エリア） 

高松塚古墳をはじめとする遺跡・文化財についての保全及び理解促進と、

国営飛鳥歴史公園さらには飛鳥地方全体のゲートウェイとしての機能向

上のため、施設の再整備を行う 

 

方針① 

 

※背景図は現況の施設配置 
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【新たな国営飛鳥歴史公園館及び高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）における

案内・展示の基本的な考え方（案）】 

 

23 頁に示したゲートウェイ機能向上を図る観点から再整備を行う施設における、案

内・展示の基本的な考え方を以下に示す。 

 

（検討中） 
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【再整備にあたって留意するポイント】 

 

・ 地区内の遺跡・文化財の保存に支障がないよう十分に配慮する。 

・ 明日香村景観計画に記載された当該地域の景観特性を踏まえた検討を行う。 

・ 適正な施設規模や配置、建築意匠等について慎重に検討を行う。 

・ 国営飛鳥歴史公園館および駐車場の再整備にあたっては、歴史的風土の保全を優先

しながら、必要な機能・駐車台数の確保に努めるとともに、周辺の景観との調和・

一体化に努める。 

・ 飛鳥地方及び国営飛鳥歴史公園の案内については、最新のデジタル技術や多様性に

対応したコンテンツの導入等により、外国人旅行客を含め誰にでも分かり易い案

内・展示機能等の充実をハード・ソフト両面において図る。 

・ 展示ストーリーづくりにあたっては、高松塚古墳壁画保存管理公開活用施設（仮称）

および国営飛鳥歴史公園館の機能・配置や、古墳等へのアプローチの難易度を考慮

のうえ、文化庁や(公財)古都飛鳥保存財団と協議・調整を行い、展示内容の重複や

欠損がないよう配慮する。 

・ 国営飛鳥歴史公園館の再整備にあたっては、壁画館ならびに周辺の歴史展示施設と

の役割分担により、案内・展示機能やスペースの有効活用を図る。 

・ 公園館の整備にあたっては、多様な主体からニーズの把握を行い、魅力的な施設と

する。 

・ 「飛鳥周遊のゲートウェイ」の整備にあたっては、地域の公共交通計画や公共交通

機関との連携および、公園内（高松塚壁画館）、飛鳥駅周辺（道の駅・飛鳥びとの

館）の施設との相互連携・役割分担に配慮する。 

・ 今後の世界遺産登録等による来訪者の増加や質の変化等への対応、魅力向上の取組

が求められる。 
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 園内からの高松塚古墳、中尾山古墳の見通しの確保や、古墳を含む主要な視点場か

らの眺望の確保、および郷土の「緑」としての里山景観の魅力維持のため、経年に

より繁茂した樹木の除伐や更新を行う。 

 

 来園者が、中尾山古墳、高松塚古墳及び高松塚壁画館を軸に周辺も含めた歴史的な

つながりを理解しながら周遊できるよう、分かり易い動線・案内誘導等により、県

道西側エリアから県道東側エリア、さらには周辺地域への連続性の確保を行う(図

2-3 参照)。 

 

 園路やトイレ等の老朽化した施設については、ユニバーサルデザインへの配慮等を

行うための再整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【再整備にあたって留意するポイント】 

 

・ 地区内の遺跡・文化財の保存に支障がないよう十分に配慮する。 

・ 樹木の除伐や更新にあたっては、高松塚周辺地区基本計画で示された植栽計画を踏

襲しつつ、植物の生長特性を踏まえ、管理段階を見据えた計画を行う。 

・ 休憩スペースやトイレ、園路の再整備にあたっては、地域住民の日常利用に支障が

ないよう配慮のうえ、周辺の景観との調和・一体化に努める。 

多様な人々が歴史体感・鑑賞を楽しめる安全で快適な園路の再整備 

多様な来園者により歴史的風土を体験いただける等、魅力を向上させると

ともに、安全性・快適性の向上を図るため、園路や便益施設、修景施設等

の再整備を行う 

方針② 
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図 2-2 地区全体再整備方針図 

 

※背景図は現況の 
施設配置 

メインの歴史体感・鑑賞動線

サブの歴史体感・鑑賞動線

周辺地域の周遊へ誘う動線

飛鳥周遊歩道

古墳を主体とした歴史体感・鑑賞ゾーン

飛鳥周遊のゲートウェイゾーン

古墳等
（高松塚・中尾山古墳・文武天皇陵

［公園区域外］等）

案内・歴史保存鑑賞施設
（新公園館、文化庁新施設、壁画館）

＜ 凡例 ＞

周囲の美しい歴史的風土（景観）を
眺望できる場

文武天皇陵

（公園区域外）

檜隈寺跡
キトラ古墳方面

鬼のまないた・鬼の
せっちん、吉備姫王墓
（猿石）等方面

天武・持統天皇陵方面

飛鳥駅方面

明日香村中心部・
飛鳥京方面

園内からの高松塚古墳、中尾山古墳の見通しや、古墳を含

む主要な視点場からの眺望を確保

中尾山古墳

高松塚古墳

（その他事項）

・郷土の「緑」としての里山景観の魅力を維持

・ユニバーサルデザイン等への配慮のため、園路やトイ

レ等の老朽化した施設を再整備

歴史的なつながりを理解しながら周遊できるよう、分かり易い動線・案

内誘導等により、県道西側エリアから県道東側エリア、さらには周辺地

域への連続性を確保



 

29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 広域図 

 

 

 

 

 

※国土地理院地図をベースに作成

中尾山古墳

文武天皇陵

キトラ古墳

牽牛子塚古墳

檜隈寺跡

橘寺跡

定林寺跡

高松塚古墳

欽明天皇陵

鬼の俎・雪隠

天武・持統天皇陵

道の駅

飛鳥歴史公園館

高松塚壁画館

四神の館
キトラ古墳周辺地区

高松塚周辺地区

飛鳥駅

田園景観が広がる
エリア

丘陵エリア

阪合地区

0 100 500m

N

明日香村中心部
飛鳥京方面

橿原市
奈良市方面

高取町
吉野方面

国営飛鳥歴史公園

古墳・文化財等
（世界遺産構成資産候補）

案内・歴史保存鑑賞施設

主要な幹線道路

飛鳥周遊歩道

＜ 凡例 ＞

周囲の美しい歴史的風土
（景観）を眺望できる場

古墳・文化財等
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3) 持続可能な管理運営に向けての取組み 

再整備にあたっては、再整備方針に沿った取組みとともに、持続可能な管理運営に

向け、以下の事項についても合わせて取り組むものとする。 

 

○ 地域との連携による管理運営の促進に向け、既存ボランティア活動の拠点スペースを

確保するとともに、飛鳥の歴史の体感や地域交流イベント等の開催を通して地域住民

の歴史風土の保全に対する意識の醸成を図り、管理運営への新たな参加機会を創出す

る。 

 

○ 地域や文化庁の取り組みと連携のうえ、案内ガイド等の利用者サービスの質の向上を

図る。 

 

○ 持続可能な公園管理運営に向け、運営維持コストの縮減（民間活力の導入等）の検討

を行うとともに、適切な雇用を確保することで地域経済に貢献する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛鳥の歴史を体感できるイベントのイメージ ボランティアとの連携イメージ 
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4) 今後の取り組みにあたって留意すべき事項 

 

今後、再整備方針の具体検討にあたっては、本委員会で示された以下の事項に留意

し、明日香村整備計画等との協調を含め、関係機関と協議・調整のもと進めるものと

する。また、社会情勢やニーズ、技術の変化に合わせて柔軟な対応を行っていくもの

とする。 

 

○来園者の想定 

・ 今後、更に海外も含め、多様な考えを持つ来園者が想定される中で、オーバーツー

リズムへの対応も含め、関係機関との協議の中で目標や方針を設定し、具体的な施

設計画や運営計画に反映する。 

・ 特に低炭素観光を好む方を含む外国人旅行客の利用促進のためにどのような取組、

及びその発信を行うかといった検討を行う。 

○交通アクセス、移動支援 

・ 地域の取り組みや公共交通機関の動向、地域モビリティ・電動自転車普及の状況等

について把握を行いながら、今後、関係機関と役割分担や連携手法等を協議し、具

体的な施設計画や動線計画および運営計画に反映する。 

○管理運営のありかた 

・ 当地区におけるガイド等の利用者案内サービスのあり方については、世界遺産登録

やまるごと博物館地域計画の取り組み、文化庁の取り組みとの連携を図りながら、

今後関係機関と協議し、具体的な展示計画や運営計画に反映する。 

・ 植栽管理のあり方については、眺望の確保や展示ストーリーに沿った古墳の見せ方

等について、今後関係機関と協議し、具体的な植栽管理計画や展示計画に反映する。 

・ 運営にあたっては持続可能な運営と地域経済への貢献を念頭に、関係機関と協力し

て取組を行う。 

○その他 

・ 利便性向上のための Wi-Fi の整備については、今後、関係機関と役割分担や連携手

法等を検討する。 

・ 具体の事業計画にあたっては、大型イベント開催に合わせて来訪する外国人観光客

を取り込むといったタイムスケジュール戦略についても配慮する。 

 

 

なお、これらの留意事項は、将来的に他４地区の再整備検討がなされる場合におい

ても適宜参考とする。 

 


